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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素が行列状に配置された、被写体の像を撮像して画像信号を出力する撮像素子
と、
　前記画像信号を入力して、記録媒体への記録を伴わない画像を表示画面上に表示する表
示手段と、
　前記表示手段により前記画像が表示されているときに、前記表示画面上における任意の
一部領域を第１領域として設定する設定手段と、
　前記表示手段により前記画像が表示されているときに、前記設定手段によって設定され
た前記表示画面上の前記第１領域以外の第２領域を黒色以外の色に着色表示する第１の着
色手段と、
　前記第１の着色手段による前記第２領域の着色後に、前記設定手段による前記第１領域
の設定を確定する決定手段と、
　前記決定手段による前記第１領域の確定後に、前記表示手段により前記画像が表示され
ているときに前記第２領域を黒色表示する第２の着色手段と、
　前記第２の着色手段による黒色表示後に、前記第１領域に対応する位置に配置された前
記画素から前記記録媒体へ記録するための前記画像信号を読み出す読出手段とを備え、
　前記設定手段はタッチパネルを含むことを特徴とする電子カメラ。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子カメラにおいて、
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　前記設定手段が前記第１領域を前記表示画面の中心からずれた位置に設定した場合に、
前記表示手段は、前記第２の着色手段による前記第２領域の黒色表示後に、前記第１領域
の画像を前記表示画面の中心に移動させることを特徴とする電子カメラ。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の電子カメラにおいて、
　前記表示手段は、前記第１領域に関する撮影に関する情報を表示するための第３領域を
前記第２領域に重畳して表示し、
　前記表示手段は、前記第２の着色手段による黒色表示後に、前記第１領域内の画像を、
前記表示画面の全体に表示すると共に、前記第３領域に表示されていた前記第１領域に関
する撮影に関する情報を前記表示画面上の前記第３領域と異なる領域に表示することを特
徴とする電子カメラ。
【請求項４】
　請求項３に記載の電子カメラにおいて、
　前記撮像素子は、ローリングシャッタ方式により行単位で前記画像信号を出力し、
　前記第１領域に対応する前記画素からの画像信号に基づき、前記ローリングシャッタ方
式に起因して前記第１領域内の被写体に発生する歪みの有無を判定する判定手段をさらに
備え、
　前記表示手段は、前記判定手段による判定の結果を前記第３領域に表示することを特徴
とする電子カメラ。
【請求項５】
　複数の画素が行列状に配置された、被写体の像を撮像してローリングシャッタ方式によ
り行単位で画像信号を出力する撮像素子と、
　前記画像信号を入力して、記録媒体への記録を伴わない画像を表示画面上に表示する表
示手段と、
　前記表示手段により前記画像が表示されているときに、前記表示画面上における任意の
一部領域を第１領域として設定する設定手段と、
　前記表示手段により前記画像が表示されているときに、前記設定手段によって設定され
た前記表示画面上の前記第１領域以外の第２領域を黒色以外の色に着色表示する第１の着
色手段と、
　前記第１の着色手段による前記第２領域の着色後に、前記設定手段による前記第１領域
の設定を確定する決定手段と、
　前記決定手段による前記第１領域の確定後に、前記表示手段により前記画像が表示され
ているときに前記第２領域を黒色表示する第２の着色手段と、
　前記第２の着色手段による黒色表示後に、前記第１領域に対応する位置に配置された前
記画素から前記記録媒体へ記録するための前記画像信号を読み出す読出手段と、
　前記第１領域に対応する前記画素からの画像信号に基づき、前記ローリングシャッタ方
式に起因して前記第１領域内の被写体に発生する歪みの有無を判定する判定手段と、を備
え、
　前記表示手段は、前記判定手段の判定結果を表示するための第３領域を前記第２領域に
重畳して表示することを特徴とする電子カメラ。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の電子カメラにおいて、
　前記読出手段は、前記第１領域に対応する位置に配置された前記画素からのみ前記画像
信号を読み出すことを特徴とする電子カメラ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子カメラに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来から、撮像された全体画像の一部領域をトリミングして再生表示するカメラが知ら
れている（たとえば特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１７６１３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、全体画像上におけるトリミングされる一部領域の位置が固定されている
ので、ユーザの所望するトリミング画像が得られないという問題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に記載の発明による電子カメラは、複数の画素が行列状に配置された、被写体
の像を撮像して画像信号を出力する撮像素子と、前記画像信号を入力して、記録媒体への
記録を伴わない画像を表示画面上に表示する表示手段と、前記表示手段により前記画像が
表示されているときに、前記表示画面上における任意の一部領域を第１領域として設定す
る設定手段と、前記表示手段により前記画像が表示されているときに、前記設定手段によ
って設定された前記表示画面上の前記第１領域以外の第２領域を黒色以外の色に着色表示
する第１の着色手段と、前記第１の着色手段による前記第２領域の着色後に、前記設定手
段による前記第１領域の設定を確定する決定手段と、前記決定手段による前記第１領域の
確定後に、前記表示手段により前記画像が表示されているときに前記第２領域を黒色表示
する第２の着色手段と、前記第２の着色手段による黒色表示後に、前記第１領域に対応す
る位置に配置された前記画素から前記記録媒体へ記録するための前記画像信号を読み出す
読出手段とを備え、前記設定手段はタッチパネルを含むことを特徴とする。
　請求項５に記載の発明による電子カメラは、複数の画素が行列状に配置された、被写体
の像を撮像してローリングシャッタ方式により行単位で画像信号を出力する撮像素子と、
前記画像信号を入力して、記録媒体への記録を伴わない画像を表示画面上に表示する表示
手段と、前記表示手段により前記画像が表示されているときに、前記表示画面上における
任意の一部領域を第１領域として設定する設定手段と、前記表示手段により前記画像が表
示されているときに、前記設定手段によって設定された前記表示画面上の前記第１領域以
外の第２領域を黒色以外の色に着色表示する第１の着色手段と、前記第１の着色手段によ
る前記第２領域の着色後に、前記設定手段による前記第１領域の設定を確定する決定手段
と、前記決定手段による前記第１領域の確定後に、前記表示手段により前記画像が表示さ
れているときに前記第２領域を黒色表示する第２の着色手段と、前記第２の着色手段によ
る黒色表示後に、前記第１領域に対応する位置に配置された前記画素から前記記録媒体へ
記録するための前記画像信号を読み出す読出手段と、前記第１領域に対応する前記画素か
らの画像信号に基づき、前記ローリングシャッタ方式に起因して前記第１領域内の被写体
に発生する歪みの有無を判定する判定手段と、を備え、前記表示手段は、前記判定手段の
判定結果を表示するための第３領域を前記第２領域に重畳して表示することを特徴とする
。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、表示手段に画像が表示されているときに、画像上の任意の一部領域に
対応する位置に配置された画素から画像信号を読み出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明による実施の形態におけるデジタルカメラの要部構成を説明するブロック
図
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【図２】切り出し領域設定のためのメニュー画面の一例を示す図
【図３】アスペクト比固定の場合の領域指定操作を説明する図
【図４】アスペクト比フリーの場合の領域指定操作を説明する図
【図５】切り出し領域に対応する画像を液晶表示器に表示した場合の一例を示す図
【図６】実施の形態によるデジタルカメラのライブビュー表示中の処理を説明するフロー
チャート
【図７】実施の形態によるデジタルカメラのライブビュー表示中の処理を説明するフロー
チャート
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図面を参照して、本発明による一実施の形態におけるカメラを説明する。図１はデジタ
ルカメラ１の要部構成を示すブロック図である。デジタルカメラ１は、撮影レンズＬ１、
撮像素子１０１、制御回路１０２、ＬＣＤ駆動回路１０３、液晶表示器１０４、タッチパ
ネル１０５、操作部１０６、およびメモリカードインタフェース１０７を備えている。
【０００９】
　撮像素子１０１は、行列状に多数配列された画素を有するＸ－Ｙアドレス型の光電変換
素子である。撮像素子１０１は、後述する制御回路１０２の制御に応じて駆動して撮影レ
ンズＬ１を通して入力される被写体像を撮像し、撮像して得た画像信号を制御回路１０２
へ出力する。本実施の形態において、撮像素子１０１は、走査ラインごとに順次シャッタ
を切る方式（いわゆるローリングシャッタ方式）により駆動される。また、撮像素子１０
１は、後述するように制御回路１０２により制御され、全画素のうち、ユーザの操作に応
じた任意の一部領域（切り出し領域）に含まれる画素から画素信号を出力可能に構成され
ている。
【００１０】
　制御回路１０２は、図示しないＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどを有し、制御プログラムに
基づいて、デジタルカメラ１の各構成要素を制御したり、各種のデータ処理を実行する演
算回路である。制御プログラムは、制御回路１０２内の不図示の不揮発性メモリに格納さ
れている。制御回路１０２は、画像処理部１０２ａ、画像圧縮部１０２ｂを機能的に備え
る。画像処理部１０２ａは、撮像素子１０１から入力した画像信号をデジタル画像信号に
変換し、そのデジタル画像信号に対して種々の画像処理を施して画像データを生成する。
また、画像処理部１０２ａは、メモリカード１０８に記録されている画像データに基づい
て、後述する液晶表示器１０４に表示するための表示画像データを生成する。画像圧縮部
１０２ｂは、画像処理部１０２ａにより生成された画像データに対してＪＰＥＧなどの所
定の方式により圧縮処理を行い、ＥＸＩＦなどの形式でメモリカード１０８へ記録する。
また、制御回路１０２は、撮像素子１０１から得られた画像信号に基づいて被写体輝度を
測定し、絞り値や露光時間等を決定する。
【００１１】
　ＬＣＤ駆動回路１０３は、制御回路１０２の命令に基づいて液晶表示器１０４を駆動す
る回路である。液晶表示器１０４はアスペクト比が、たとえば縦３：横４の液晶表示パネ
ルである。液晶表示器１０４は、撮像素子１０１で撮像した画像をリアルタイムに表示す
るライブビュー表示とともに、メモリカード１０８に記録されている画像データに基づい
て画像処理部１０２ａで作成された表示画像データに対応する画像の表示を行う。また、
液晶表示器１０４は、画像ファイルに関連する各種情報（シャッタ速度、絞り値、ＩＳＯ
感度、ファイル名など）の表示を行う。また、液晶表示器１０４は、タッチパネル１０５
または操作部１０６の操作に基づき、デジタルカメラ１の各種設定のためのメニュー画面
の表示を行う。メニュー画面上から設定可能な内容として、後述するライブビュー表示中
の画像、すなわち記録媒体への記録を伴わない画像表示中における切り出し領域設定が含
まれる。
【００１２】
　液晶表示器１０４にはタッチパネル１０５が設けられている。ユーザが液晶表示器１０
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４の表面を指で押圧することによって、タッチパネル１０５はデジタルカメラ１を操作す
るための操作信号を出力する。タッチパネル１０５は、表示範囲上に格子状に区切られた
微細な入力領域を有しており、ユーザがこのタッチパネル１０５上を指やタッチペンで押
圧すると押圧位置にある入力領域がオンされる。タッチパネル１０５は、オンされた入力
領域のタッチパネル１０５上における位置を特定する情報、例えば座標値をタッチパネル
１０５の操作信号として制御回路１０２へ出力する。本実施の形態においては、タッチパ
ネル１０５は、ユーザによる後述する切り出し領域を指定する操作を受け付けて、切り出
し領域（たとえば矩形領域）を規定する位置（たとえば２つの頂点）の座標値を制御回路
１０２へ出力する。
【００１３】
　操作部１０６は使用者によって操作される種々の操作部材に対応して設けられた種々の
スイッチを含み、操作部材の操作に応じた操作信号を制御回路１０２へ出力する。操作部
材は、たとえばレリーズボタンや、上記のメニュー画面を表示させるためのメニューボタ
ンや、各種の設定等を選択操作する時に操作される十字キー、十字キーにより選択された
設定等を決定するための決定ボタン、撮影モードと再生モードとの間でデジタルカメラ１
の動作を切替えるモード切替ボタン等を含む。また、操作部１０６により、撮像モードと
して静止画撮影モードや動画撮影モード、上記ライブビュー表示を行うためのライブビュ
ーモードの設定が可能である。
【００１４】
　メモリカードインタフェース１０７は、メモリカード１０８が着脱可能なインタフェー
スである。メモリカードインタフェース１０７は、制御回路１０２の制御に基づいて、画
像ファイルをメモリカード１０８に書き込んだり、メモリカード１０８に記録されている
画像ファイルを読み出すインタフェース回路である。メモリカード１０８はコンパクトフ
ラッシュ（登録商標）やＳＤカードなどの半導体メモリカードである。
【００１５】
　本実施の形態におけるデジタルカメラ１の動作について説明する。以下、ライブビュー
モードにおける切り出し領域指定のための操作（領域指定操作）と、領域指定操作に応じ
た撮像素子１０１への読出領域設定処理とを中心に説明する。
【００１６】
　ライブビュー表示中にユーザによる操作部１０６のメニューボタンが操作されると、制
御回路１０２は、ＬＣＤ駆動回路１０３を介して液晶表示器１０４にメニュー画面を表示
させる。メニュー画面に含まれる切り出し領域設定が選択されると、制御回路１０２は、
図２（ａ）に示す「画角切り出し設定」画面を液晶表示器１０４に表示させる。図２（ａ
）に示すように、本実施の形態においては、ユーザは切り出し領域を次の２つの方法によ
り指定可能とする。
１．アスペクト比固定
２．アスペクト比フリー
【００１７】
　以下、切り出し領域を指定する操作（領域指定操作）を上記の「アスペクト比固定」お
よび「アスペクト比フリー」の２つの方法にわけて説明する。
－アスペクト比固定－
　ユーザが予め設定されているアスペクト比のうち所望するアスペクト比を選択すること
により、制御回路１０２は選択されたアスペクト比に基づいて、切り出し領域を設定する
。図２（ｂ）に示すように、本実施の形態のデジタルカメラ１においては、アスペクト比
として、たとえば「４：３」、「３：２」、「１：１」および「１６：９」のうち一つが
選択可能に構成されている。図２（ｂ）の「アスペクト比選択」画面は、ユーザが図２（
ａ）の「画角切り出し設定」画面のうち「アスペクト比固定」を選択すると液晶表示器１
０４に表示される。この選択は、ユーザが操作部１０６の十字キーおよび決定ボタンを操
作する、もしくはタッチパネル１０５を操作することにより行われる。
【００１８】
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　アスペクト比の選択が行われると、制御回路１０２は、液晶表示器１０４に図２（ｃ）
に示す「切り出し部中心位置」画面を液晶表示器１０４に表示させる。「中央固定」は後
述するように、領域指定操作によりユーザにより指定された切り出し領域の中心位置を、
液晶表示器１０４にライブビュー表示中の画像の中心位置と一致させる場合にユーザによ
り選択される。「フリー」は領域指定操作によりユーザにより指定された切り出し領域の
中心位置を、液晶表示器１０４にライブビュー表示中の画像の中心位置と一致させる必要
がない場合にユーザにより選択される。なお、この選択は、ユーザが操作部１０６の十字
キーおよび決定ボタンを操作する、もしくはタッチパネル１０５を操作することにより行
われる。
【００１９】
　切り出し領域の中心位置の選択が行われると、制御回路１０２は、液晶表示器１０４に
ライブビュー表示を行わせる。ユーザは、このライブビュー表示中の画像（ライブビュー
画像）上から領域指定操作を行う。アスペクト比固定の場合、ユーザは切り出しを所望す
る矩形領域のたとえば左側の短辺となる２つの点をタッチパネル１０５を押圧操作する。
その結果、ユーザは切り出し領域を指定することができる。図３（ａ）に示すライブビュ
ー画像上において、ユーザが、切り出し領域の左上端となる位置Ｐ１（図３（ｂ））を押
圧すると、タッチパネル１０５は、押圧された位置Ｐ１の座標値（ｘ１、ｙ１）を示す操
作信号を制御回路１０２へ出力する。
【００２０】
　次に、図３（ｂ）に示すように、ユーザが切り出し領域の左下端となる位置Ｐ２を押圧
すると、タッチパネル１０５は、押圧された位置Ｐ２の座標値（ｘ２、ｙ２）を示す操作
信号を制御回路１０２へ出力する。操作信号が入力されると、制御回路１０２は、２点の
座標値（ｘ１、ｙ１）、（ｘ２、ｙ２）を用いて、２点間の距離、すなわち切り出し領域
の短辺の長さを算出する。
【００２１】
　そして、制御回路１０２は、算出した切り出し後の画像の短辺の長さと、上述した「ア
スペクト比選択」画面で選択されたアスペクト比とに基づいて、図３（ｂ）に示す位置Ｐ
３の座標値（ｘ３、ｙ３）を算出する。算出された短辺の長さ、すなわち２点の座標値（
ｘ１、ｙ１）、（ｘ２、ｙ２）の間の距離をｍとし、選択されたアスペクト比が「４：３
」とすると、制御回路１０２は、長辺の長さを（ｍ×４／３）として算出する。制御回路
１０２は、算出した長辺の長さを用いて、位置Ｐ３のｘ座標の値ｘ３（＝ｘ１＋ｍ×４／
３）を算出する。
【００２２】
　図２（ｃ）に示す「切り出し部中心位置」画面において「フリー」が選択された場合に
は、制御回路１０２は、上述した位置Ｐ２およびＰ３の座標値、すなわち切り出し領域の
対角となる２点の座標値を切り出し領域情報として図示しないメモリに格納する。また、
「切り出し部中心位置」画面において「中央固定」が選択された場合には、制御回路１０
２は、切り出し領域の中央となる位置を液晶表示器１０４にライブビュー画像の中心位置
に一致させる。この場合、制御回路１０２は、位置Ｐ２およびＰ３の座標値の中点Ｃ１を
算出し、中点Ｃ１の座標値（ｘｃ１、ｙｃ１）（ｘｃ１＝（ｘ２＋ｘ３）／２、ｙｃ１＝
（ｙ２＋ｙ３）／２）とライブビュー画像の中心位置Ｃ０（ｘ０、ｙ０）との差分を算出
する。そして、制御回路１０２は、位置Ｐ２およびＰ３の座標値に算出された差分を加算
して、位置Ｐ２およびＰ３の座標値を補正する。制御回路１０２は、上記の補正された位
置Ｐ２およびＰ３の座標値を切り出し領域情報として図示しないメモリに格納する。
【００２３】
　なお、ユーザのタッチパネル１０５の押圧操作により位置Ｐ１およびＰ２が指定される
と、制御回路１０２は、図３（ｃ）に示すように、ＬＣＤ駆動回路１０３を介して、ライ
ブビュー表示中の画像の全領域のうち切り出し領域を含まない領域を、たとえば灰色等を
重畳して色表示させる。また、制御回路１０２は、色表示された領域に情報表示領域Ｙを
重畳表示させる。この情報表示領域Ｙには、後述する撮影に関する情報が表示される。
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【００２４】
－アスペクト比フリー－
　ユーザが液晶表示器１０４にライブビュー画像を確認しながら、切り出し領域の対角と
なる２点（左上端と右下端、または左下端と右上端）をタッチパネル１０５を押圧操作に
より指定すると、制御回路１０２は押圧操作に応じた切り出し領域を設定する。以下、詳
細に説明する。
【００２５】
　図２（ａ）に示す「画角切り出し設定」画面のうち「アスペクト比フリー」がユーザに
より選択されると、制御回路１０２は、図２（ｃ）に示す「切り出し部中心位置」画面を
液晶表示器１０４に表示させる。「切り出し部中心位置」画面における「中央固定」と「
フリー」については、上述したアスペクト比固定の場合と同様である。切り出し領域の中
心位置の選択が行われると、制御回路１０２は、液晶表示器１０４にライブビュー表示を
行わせる。ユーザは、このライブビュー画像上から領域指定操作を行う。アスペクト比フ
リーの場合、上述したように、ユーザは切り出し領域の対角となる２点をタッチパネル１
０５を操作する。その結果、ユーザは切り出し領域を指定することができる。図４（ａ）
に示すように、ユーザが、切り出し領域の左上端となる位置Ｐ４を押圧すると、タッチパ
ネル１０５は、押圧された位置Ｐ４の座標値（ｘ４、ｙ４）を示す操作信号を制御回路１
０２へ出力する。
【００２６】
　次に、ユーザが切り出し領域の右下端となる位置Ｐ５を押圧すると、タッチパネル１０
５は、押圧された位置Ｐ５の座標値（ｘ５、ｙ５）を示す操作信号を制御回路１０２へ出
力する。上述した「切り出し部中心位置」画面において「フリー」が選択された場合には
、制御回路１０２は、２点の座標値（ｘ４、ｙ４）、（ｘ５、ｙ５）を切り出し領域情報
として図示しないメモリに格納する。
【００２７】
　また、「切り出し部中心位置」画面において「中央固定」が選択された場合には、制御
回路１０２は、アスペクト比固定の場合と同様に、切り出し領域の中央となる位置を液晶
表示器１０４にライブビュー画像の中心位置に一致させる。この場合、制御回路１０２は
、位置Ｐ４およびＰ５の座標値の中点Ｃ２を算出し、中点Ｃ２の座標値（ｘｃ２、ｙｃ２
）（ｘｃ２＝（ｘ４＋ｘ５）／２、ｙｃ２＝（ｙ４＋ｙ５）／２）とライブビュー画像の
中心位置Ｃ０（ｘ０、ｙ０）との差分を算出する。そして、制御回路１０２は、位置Ｐ４
およびＰ５の座標値に算出された差分を加算して、位置Ｐ４およびＰ５の座標値を補正す
る。制御回路１０２は、上記の補正された位置Ｐ４およびＰ５の座標値を切り出し領域情
報として図示しないメモリに格納する。
【００２８】
　なお、ユーザのタッチパネル１０５の押圧操作により位置Ｐ４およびＰ５が指定される
と、制御回路１０２は、図４（ｂ）に示すように、ＬＣＤ駆動回路１０３を介して、ライ
ブビュー表示中の画像の全領域のうち切り出し領域を含まない領域を、たとえば灰色等を
重畳して色表示させる。また、制御回路１０２は、色表示された領域に情報表示領域Ｙを
重畳表示させる。情報表示領域Ｙには、後述する撮影に関する情報が重畳して表示される
。
【００２９】
　アスペクト比固定もしくはアスペクト比フリーの場合において、ユーザが上述したよう
にして切り出し領域の領域指定操作を行うと、制御回路１０２は、指定された切り出し領
域に基づいた撮影に関する情報を算出する。そして、制御回路１０２は、液晶表示器１０
４に表示中の画像のうち、上述した色表示された領域に算出した撮影に関する情報を重畳
して表示させる。本実施の形態においては、撮影に関する情報として、以下の情報がある
。
１．指定領域に対応する画角に含まれる画素数
２．指定領域に対応する画素から画像信号を読み出して静止画を生成する場合のコマ速、
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もしくは動画を生成する場合のフレームレート
３．指定領域に含まれる画像を３５ｍｍ換算した場合の焦点距離
【００３０】
　アスペクト比固定もしくはアスペクト比フリーの場合において、ユーザが上述したよう
にして切り出し領域の領域指定操作をした後、ユーザが操作部１０６のたとえば決定ボタ
ンを操作すると、操作部１０６は、領域決定を示す決定信号を制御回路１０２に出力する
。決定信号を入力すると、制御回路１０２は、領域指定操作により指定された領域を切り
出し領域として設定することにより読出領域設定処理を行う。すなわち、制御回路１０２
は、図示しないメモリに格納された切り出し領域情報に基づいて、撮像素子１０１を構成
する全画素のうち画像信号を読み出す画素を設定する。この場合、制御回路１０２は、切
り出し領域情報としてメモリに格納された座標値を撮像素子１０１上の画素位置に換算す
る。そして、制御回路１０２は、撮像素子１０１を制御して、換算した画素位置で規定さ
れる領域に含まれる画素から画像信号を出力させる。
【００３１】
　画像処理部１０２ａは、切り出し領域に対応する画素から出力された画像信号に対して
上述した画像処理を施して画像データを生成する。そして、制御回路１０２は、生成され
た画像データをＬＣＤ駆動回路１０３に出力して、液晶表示器１０４にライブビュー画像
として表示させる。さらに、図４（ｃ）に示すように、制御回路１０２は、決定信号を入
力すると、液晶表示器１０４において灰色等の色表示された領域を黒色表示に変更する。
【００３２】
　上述した切り出し領域に対応するライブビュー画像が液晶表示器１０４に表示されてい
るときに、ユーザにより操作部１０６の決定ボタンが操作されると、制御回路１０２は、
切り出し領域に対応するライブビュー画像の中心位置を液晶表示器１０４の中心位置に一
致させて表示させる。すなわち、上述した「切り出し部中心位置」画面において「フリー
」が選択された状態で設定された切り出し領域に対応するライブビュー画像の中心位置が
、液晶表示器１０４の中心に表示される。この結果、図４（ｃ）のように表示されていた
ライブビュー画像は、液晶表示器１０４上において図５（ａ）に示すように表示される。
【００３３】
　また、上記の切り出し領域に対応するライブビュー画像が液晶表示器１０４に表示され
ているときに、ユーザによる操作に応じて操作部１０６から全領域表示を指示する全表示
信号が出力されると、制御回路１０２は、表示中のライブビュー画像を液晶表示器１０４
の全領域に表示させる。すなわち、制御回路１０４は、画像処理部１０２ａにより生成さ
れた画像データに基づいて液晶表示器１０４の大きさに換算した表示用データを生成する
。そして、制御回路１０２は生成した表示用データをＬＣＤ駆動回路１０３に出力して、
表示用画像データに対応するライブビュー画像を液晶表示器１０４に表示させる。なお、
この場合、制御回路１０２は、図５（ｂ）に示すように、液晶表示器１０４のたとえば下
端部の所定領域Ｘに上述した撮影に関する情報を表示させる。
【００３４】
　なお、アスペクト比固定もしくはアスペクト比フリーの場合において、ユーザが上述し
たようにして切り出し領域の領域指定操作をした後、ユーザが操作部１０６のたとえばメ
ニューボタンを操作すると、操作部１０６は、指定された切り出し領域をキャンセルする
取消信号を制御回路１０２に出力する。取消信号を入力すると、制御回路１０２は、メモ
リに格納した切り出し領域情報を消去し、再度領域指定操作が可能となるように、液晶表
示器１０４にライブビュー表示を行わせる。すなわち、液晶表示器１０４には、撮像素子
１０１の全画素から出力される画像信号に対応する画像が表示される。
【００３５】
　図６、図７のフローチャートを参照しながら、デジタルカメラ１によるライブビューモ
ードにおける動作を説明する。図６、図７の処理を行うプログラムは制御回路１０２内の
図示しないメモリに格納されており、操作部１０６によりライブビューモードが設定され
たことを示す信号を入力すると制御回路１０２により起動され、実行される。
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【００３６】
　ステップＳ１０１では、撮像素子１０１から入力した画像信号に基づいて生成した画像
データをＬＣＤ駆動回路１０３に出力し、液晶表示器１０４に画像データに対応するライ
ブビュー画像を表示させてステップＳ１０２へ進む。なお、ライブビューモードにおいて
は、たとえば３０ｆｐｓでライブビュー画像が更新されるものとする。ステップＳ１０２
においては、操作部１０６が操作されて液晶表示器１０４に表示されたメニュー画面の中
から、「画角切り出し設定」が選択されたか否かを判定する。ユーザによる操作部１０６
もしくはタッチパネル１０５の操作により「画角切り出し設定」が選択された場合は、ス
テップＳ１０２が肯定判定されてステップＳ１０３へ進む。「画角切り出し設定」が選択
されていない場合は、ステップＳ１０２が否定判定されてステップＳ１０１へ戻る。
【００３７】
　ステップＳ１０３においては、図２（ａ）に示す「画角切り出し設定」画面を液晶表示
器１０４に表示させてステップＳ１０４へ進む。ステップＳ１０４においては、「アスペ
クト比固定」が選択されたか否かを判定する。ユーザによる操作部１０６もしくはタッチ
パネル１０５の操作により「アスペクト比固定」が選択された場合は、ステップＳ１０４
が肯定判定されてステップＳ１０５へ進む。「アスペクト比固定」が選択されていない場
合には、ステップＳ１０４が否定判定されて、後述するステップＳ１１２へ進む。
【００３８】
　ステップＳ１０５においては、図２（ｂ）に示す「アスペクト比選択」画面を液晶表示
器１０４に表示させてステップＳ１０６へ進む。ステップＳ１０６においては、アスペク
ト比が選択されたか否かを判定する。ユーザによる操作部１０６もしくはタッチパネル１
０５の操作によりアスペクト比が選択された場合は、ステップＳ１０６が肯定判定されて
ステップＳ１０７へ進む。アスペクト比が選択されていない場合には、ステップＳ１０６
が否定判定されて、当該判定処理を繰り返す。
【００３９】
　ステップＳ１０７においては、図２（ｃ）に示す「切り出し部中心位置」画面を液晶表
示器１０４に表示させてステップＳ１０８へ進む。ステップＳ１０８においては、切り出
し領域の中心位置が選択されたか否かを判定する。ユーザによる操作部１０６もしくはタ
ッチパネル１０５の操作により「フリー」もしくは「中央固定」のいずれかが選択された
場合は、ステップＳ１０８が肯定判定されてステップＳ１０９へ進む。「フリー」および
「中央固定」のいずれもが選択されていない場合には、ステップＳ１０８が否定判定され
て当該判定処理を繰り返す。
【００４０】
　ステップＳ１０９においては、ステップＳ１０１と同様にライブビュー画像を液晶表示
器１０４に表示させてステップＳ１１０へ進む。ステップＳ１１０においては、領域指定
操作により切り出し領域の左上端位置が指定されたか否かを判定する。タッチパネル１０
５から操作信号を入力した場合は、ステップＳ１１０が肯定判定されてステップＳ１１１
へ進む。タッチパネル１０５から操作信号を入力しない場合は、ステップＳ１１０が否定
判定されて当該判定処理を繰り返す。
【００４１】
　ステップＳ１１１においては、領域指定操作により切り出し領域の左下端位置が指定さ
れたか否かを判定する。タッチパネル１０５から操作信号を入力した場合は、ステップＳ
１１１が肯定判定されてステップＳ１１８へ進む。タッチパネル１０５から操作信号を入
力しない場合は、ステップＳ１１１が否定判定されて当該判定処理を繰り返す。
【００４２】
　上述したステップＳ１０４が否定判定されるとステップＳ１１２へ進み、「アスペクト
比フリー」が選択されたか否かを判定する。ユーザによる操作部１０６もしくはタッチパ
ネル１０５の操作により「アスペクト比フリー」が選択された場合は、ステップＳ１１２
が肯定判定されてステップＳ１１３へ進む。「アスペクト比フリー」が選択されていない
場合いには、ステップＳ１０４が否定判定されてステップＳ１０３へ戻る。ステップＳ１
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１３（「切り出し部中心位置」画面表示）～ステップＳ１１５（ライブビュー画像表示）
までの各処理は、ステップＳ１０７（「切り出し部中心位置」画面表示）～ステップＳ１
０９（ライブビュー画像表示）の各処理と同様である。
【００４３】
　ステップＳ１１６においては、領域指定操作により切り出し領域の左上端位置が指定さ
れたか否かを判定する。タッチパネル１０５から操作信号を入力した場合は、ステップＳ
１１６が肯定判定されてステップＳ１１７へ進む。タッチパネル１０５から操作信号を入
力しない場合は、ステップＳ１１６が否定判定されて当該判定処理を繰り返す。
【００４４】
　ステップＳ１１７においては、領域指定操作により切り出し領域の右下端位置が指定さ
れたか否かを判定する。タッチパネル１０５から操作信号を入力した場合は、ステップＳ
１１７が肯定判定されてステップＳ１１８へ進む。タッチパネル１０５から操作信号を入
力しない場合は、ステップＳ１１７が否定判定されて当該判定処理を繰り返す。
【００４５】
　ステップＳ１１８においては、切り出し領域情報を図示しないメモリに格納してステッ
プＳ１１９へ進む。ステップＳ１１９においては、領域指定操作により指定された切り出
し領域に基づく各種情報を用いて、上述した撮影に関する情報を算出してステップＳ１２
０へ進む。ステップＳ１２０では、液晶表示器１０４において領域指定操作により指定さ
れた領域以外の領域を灰色等の所定色表示をする。そして、色表示された領域に（すなわ
ち切り出し領域以外の領域上に）、ステップＳ１１９において算出された撮影に関する情
報を重畳表示させて図７に示すステップＳ１２１へ進む。
【００４６】
　ステップＳ１２１においては、領域指定操作により指定された切り出し領域を決定する
ための決定操作が行われたか否かを判定する。操作部１０６から決定信号を入力した場合
は、ステップＳ１２１が肯定判定されてステップＳ１２２へ進む。決定信号を入力しない
場合は、ステップＳ１２１が否定判定されて後述するステップＳ１３１へ進む。
【００４７】
　ステップＳ１２２においては、撮像素子１０１を制御して、切り出し領域情報に基づい
て、全画素のうち切り出し領域に対応する領域に含まれる画素から画像信号を出力させて
ステップＳ１２３へ進む。ステップＳ１２３においては、ステップＳ１２２において出力
された画像信号に基づいて表示用画像データを生成してＬＣＤ駆動回路１０３へ出力する
。すなわち、切り出し領域に対応するライブビュー画像を液晶表示器１０４に表示させる
。さらに、液晶表示器１０４においてライブビュー画像が表示されていない領域を黒色等
の所定色表示をしてステップＳ１２４へ進む。
【００４８】
　ステップＳ１２４においては、レリーズ半押し操作が行われたか否かを判定する。操作
部１０６から半押し操作信号を入力した場合は、ステップＳ１２４が肯定判定されてステ
ップＳ１２５へ進む。半押し操作信号を入力しない場合は、ステップＳ１２４が否定判定
されて後述するステップＳ１３２へ進む。ステップＳ１２５においては、ステップＳ１２
２において出力された画像信号に基づいて、公知の焦点検出演算および露出演算を行って
ステップＳ１２６へ進む。
【００４９】
　ステップＳ１２６においては、レリーズ全押し操作が行われたか否かを判定する。操作
部１０６から全押し操作信号を入力した場合は、ステップＳ１２６が肯定判定されてステ
ップＳ１２７へ進む。全押し操作信号を入力しない場合は、ステップＳ１２６が否定判定
されてステップＳ１３０へ進む。ステップＳ１２７においては、ステップＳ１２５で算出
された露光演算の結果に基づいて撮像素子１０１を露光してステップＳ１２８へ進む。
【００５０】
　ステップＳ１２８においては、ステップＳ１２２と同様に撮像素子１０１を制御して、
切り出し領域情報に基づいて、全画素のうち切り出し領域に対応する領域に含まれる画素
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から画像信号を出力させる。そして、画像処理部１０２ａは、入力した画像信号を用いて
画像データを生成してステップＳ１２９へ進む。ステップＳ１２９においては、圧縮部１
０２ｂはステップＳ１２８で生成した画像データに所定の圧縮処理（たとえばＪＰＥＧ圧
縮）を施す。そして、制御回路１０２は、圧縮処理が施された画像データをメモリカード
インタフェース１０７を介してメモリカード１０８に記録して処理を終了する。
【００５１】
　ステップＳ１２６が否定判定されるとステップＳ１３０へ進み、レリーズ半押し操作が
解除されたか否かを判定する。半押し操作が解除された場合、すなわち操作部１０６から
半押し操作信号を入力しない場合は、ステップＳ１３０が肯定判定されてステップＳ１２
４へ戻る。半押し操作が解除されていない場合、すなわち操作部１０６から半押し操作信
号を入力している場合は、ステップＳ１２０が否定判定されてステップＳ１２６へ戻る。
【００５２】
　ステップＳ１２１が否定判定されるとステップＳ１３１へ進み、領域指定操作により指
定された領域をキャンセルする操作が行われたか否かを判定する。操作部１０６から取消
信号を入力した場合は、ステップＳ１３１が肯定判定されてステップＳ１０１へ戻る。取
消信号を入力しない場合は、ステップＳ１３１が否定判定されてステップＳ１２１へ戻る
。
【００５３】
　ステップＳ１２４が否定判定されると、ライブビュー画像を液晶表示器１０４の全領域
に表示するための操作が行われたか否かを判定する。操作部１０６から全表示信号を入力
した場合は、ステップＳ１３２が肯定判定されてステップＳ１３３へ進む。全表示信号を
入力しない場合は、ステップＳ１３２が否定判定されてステップＳ１２４へ戻る。ステッ
プＳ１３３においては、表示中のライブビュー画像を液晶表示器１０４の全領域に表示さ
せる。さらに、図５に示すように、液晶表示器１０４のたとえば下端部の所定領域Ｘに上
述した撮影に関する情報を表示させてステップＳ１２４へ戻る。
【００５４】
　以上で説明した実施の形態によるデジタルカメラによれば、以下の作用効果が得られる
。
（１）撮像素子１０１は、複数の画素が行列状に配置し、被写体の像を撮像して画像信号
を出力するようにし、液晶表示器１０４は、入力した画像信号に基づいて、メモリカード
１０８への記録を伴わない画像をライブビュー画像として表示するようにした。ライブビ
ュー画像が表示されているときに、タッチパネル１０５は、ライブビュー画像上における
任意の一部領域を切り出し領域として設定する操作を受け付けるようにした。そして、制
御回路１０２は、タッチパネル１０５により受け付けられた切り出し領域に対応する位置
に配置された画素からメモリカード１０８へ記録するための画像信号を読み出すようにし
た。したがって、ユーザはライブビュー画像を確認しながら所望の切り出し領域を設定で
きるので利便性が向上する。また、撮像素子１０１の全画素のうち切り出し領域に対応す
る領域に含まれる画素から画像信号を出力してライブビュー画像、およびメモリカード１
０８に記録するための画像が生成されるので、全画素から画像信号を出力させる場合と比
べて処理時間を短縮できる。
【００５５】
（２）液晶表示器１０４は、切り出し領域に対応するライブビュー画像が表示された領域
とは異なる領域に、ライブビュー画像とは異なる態様、たとえば所定色（たとえば灰色や
黒等）表示をするようにした。したがって、ユーザが切り出し領域として指定もしくは設
定した領域を確認する際の視認性を向上できる。
【００５６】
（３）液晶表示器１０４は、上述した所定色表示された領域に、撮影に関する情報を重畳
して表示するようにした。したがって、ユーザは切り出し領域に関する各種の情報を確認
して、切り出し領域を再度設定し直すかといった判断が容易にできるので、利便性が向上
する。また、切り出し領域に重畳しない位置に、切り出し領域に関する各種の情報が表示
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認性を損なうことなく表示できる。
【００５７】
　以上で説明した実施の形態によるデジタルカメラを、以下のように変形できる。
（１）撮影に関する情報は、ローリング歪みの発生の有無を含むようにしてもよい。ロー
リング歪みは、撮像素子１０１がローリングシャッタ方式により撮像を行うことにより被
写体に発生する歪みのことである。ローリング歪みは、画像の上部に対応する画素の電荷
蓄積開始時刻と画像の下部に対応する画素の電荷蓄積開始時刻との差によって生じる。す
なわち、同一被写体において露光開始時刻が異なる位置が発生するので、取得された画像
上で被写体に歪みが生じる。このようなローリング歪みは、垂直方向（縦方向）にエッジ
を持つ被写体が高速で水平方向に移動する動体被写体の場合に特に顕著に発生する。
【００５８】
　画像処理部１０２ａは、切り出し領域に対応する領域内の画素から出力された画像信号
に基づいて、切り出し領域内における動体被写体の大きさ、すなわち動体被写体が占有す
る領域を検出する。そして、画像処理部１０２ａは、公知の技術を用いて動体被写体の動
きベクトルを検出し、検出した動体被写体の動きベクトルに基づいて、動体被写体が動く
速さを算出する。そして、制御回路１０２は、画像処理部１０２ａにより算出された動体
被写体の動く速さや、ライブビューモードや動画モードにおけるフレームレート等が所定
の条件を満たす場合に、ローリング歪みが発生すると判定する。なお、この所定の条件は
、予め実験等に基づいて決定され、図示しないメモリ等に記録されているものとする。一
般的には、フレームレートが６０ｆｐｓを超える場合は、ローリング歪みによる被写体へ
の影響は少ない。そして、制御回路１０２は、ＬＣＤ駆動回路１０３を介して、液晶表示
器１０４に判定の結果を表示させればよい。なお、制御回路１０２は、ローリング歪みの
発生の有無として「○」、「×」等のマークを表示させてもよい。
【００５９】
（２）タッチパネル１０５により切り出し領域の領域指定操作を行うものに代えて、たと
えば操作部１０６を用いて領域指定操作を行うようにしてもよい。この場合、制御回路１
０２は、液晶表示器１０４にカーソルを表示させる。そして、ユーザは、操作部１０６に
含まれる、たとえば十字キーを操作することによりカーソルを液晶表示器１０４上の所望
の位置へ動かし、決定ボタンを操作することにより領域指定操作を行えばよい。このとき
、制御回路１０２は、ユーザによる十字キーの操作方向と操作量とに応じて液晶表示器１
０４におけるカーソルの移動方向と移動量とを算出し、移動方向と移動量とを液晶表示器
１０４における座標値に換算する。そして、制御回路１０２は、ＬＣＤ駆動回路１０３を
介して、液晶表示器１０４に算出した座標値に対応する位置にカーソルを表示させる。ユ
ーザにより決定ボタンが操作されると、操作部１０６は操作信号を制御回路１０２へ出力
する。制御回路１０２は、操作部１０６から操作信号を入力したときに算出されている座
標値を、切り出し領域を規定する点として決定すればよい。
【００６０】
　また、本発明の特徴を損なわない限り、本発明は上記実施の形態に限定されるものでは
なく、本発明の技術的思想の範囲内で考えられるその他の形態についても、本発明の範囲
内に含まれる。説明に用いた実施の形態および変形例は、それぞれを適宜組合わせて構成
しても構わない。
【符号の説明】
【００６１】
１　デジタルカメラ、　１０１　撮像素子、
１０２　制御回路、　１０２ａ　画像処理部、
１０４　液晶表示器、　１０５　タッチパネル、
１０６　操作部
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